
   

フ
ル
ー
ツ
山
麓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
実
施 

 

南
ア
ル
プ
ス
市
フ
ル
ー
ツ
山
麓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

二
〇
〇
九
が
、
六
月
七
日
、
櫛
形
総
合
公
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
多

く
の
登
山
家
に
愛
さ
れ
る
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力

と
年
間
を
通
し
て
フ
ル
ー
ツ
色
（食
）
に
あ
ふ
れ

る
果
物
の
魅
力
を
、
全
国
に
発
信
し
、
南
ア
ル

プ
ス
市
の
フ
ァ
ン
つ
く
り
の
核
に
な
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
、
今
年
で
２
年
目
に
な
り
ま
す
。 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、
山
岳
部
門
を
担

当
し
、
会
場
内
で
は
、
パ
ネ
ル
展
示
、
立
体
地
図
、

山
歩
き
や
背
負
子
体
験
等
の
山
岳
の
魅
力
発

信
、
親
子
で
楽
し
む
ゲ
ー
ム
、
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う

や
山
岳
用
品
の
販
売
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ

し
て
今
年
初
め
て
、
会
場
か
ら
出
て
、
実
際
に

自
分
の
目
と
足
で
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
企
画
実
施

し
、
三
十
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ー

ス
は
、
白
根
三
山
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト
で
知
ら
れ
る

夜
叉
神
峠
と
池
の
茶
屋
（櫛
形
山
）
。
甲
西
支

所
に
集
合
し
、
人
気
を
集
め
た
夜
叉
神
峠
が4

班
、
池
の
茶
屋
（
櫛
形
山
）
が
一
班
に
分
か
れ
て

出
発
し
ま
し
た
。 

 

夜
叉
神
峠
班
は
、
各
班
ご
と
に
マ
イ
ク
ロ
タ
ク

シ
ー
に
分
乗
し
出
発
、
登
山
口
で
、
登
山
に
あ

た
っ
て
の
注
意
や
柔
軟
体
操
を
し
て
か
ら
、
歩

き
始
め
ま
し
た
。
登
山
道
沿
い
の
樹
木
や
植
物
、

芦
安
の
か
つ
て
の
生
活
を
物
語
る
炭
焼
き
の
跡

な
ど
、
道
々
説
明
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
登
り
ま

し
た
。
緑
深
い
木
漏
れ
日
の
道
を
小
さ
な
花
た

ち
や
鳥
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
歩
く
の
は
爽

快
そ
の
も
の
。
一
班
六
～
八
名
の
小
班
で
、
遅 

  

      

れ
が
ち
の
人
に
ペ
ー
ス
を
あ
わ
せ
な
が
ら
、
一
時

間
ほ
ど
で
峠
に
到
着
。
残
念
な
が
ら
白
根
三
山

は
雲
の
中
で
し
た
が
、
幸
運
に
も
雲
の
間
か
ら
、

小
梨
（大
ズ
ミ
）
の
花
を
前
景
に
、
残
雪
に
輝
く

間
の
岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
芦

安
の
旅
館
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
昼
食
の
お
弁

当
が
好
評
で
し
た
。 

下
山
は
遅
れ
る
人
も
な
く
、
順
調
に
登
山
口
に

到
着
し
ま
し
た
。
な
お
、
池
の
茶
屋
班
は
、
櫛
形

山
に
登
り
、
静
寂
に
包
ま
れ
た
原
生
林
や
植
物

を
観
察
し
ま
し
た
。 

   

 

午
後
は
、
各
班
ご
と
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場 

に
立
ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
会
場
内
の
催

し
を
楽
し
み
ま
し
た
。
山
岳
エ
リ
ア
の
展
示
や
販

売
は
も
と
よ
り
、
果
物
な
ど
農
産
物
の
直
売
エ

リ
ア
、
地
元
商
店
や
団
体
の
販
売
エ
リ
ア
、
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
や
よ
さ
こ
い
祭
り
な
ど
を
思
い
思
い

に
め
ぐ
り
、
出
発
地
の
甲
西
支
所
に
戻
っ
て
解

散
し
ま
し
た
。 

 

今
回
初
め
て
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

会
場
か
ら
外
に
出
て
、
南
ア
ル
プ
ス
の
前
衛
の
山

に
登
る
こ
と
で
、
南
ア
ル
プ
ス
の
魅
力
を
実
際
に

膚
で
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
内
の
展

示
や
催
し
に
も
参
加
す
る
こ
と
で
、
南
ア
ル
プ
ス

の
山
岳
や
フ
ル
ー
ツ
の
魅
力
を
、
よ
り
深
く
知
っ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
の
方 

 

     

か
ら
は
、
ま
た
紅
葉
の
頃
来
た
い
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
出
発
地
が
本
会
場
か
ら
離
れ

て
い
た
こ
と
で
、
色
々
ご
不
便
も
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
、
来
年

も
ぜ
ひ
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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法人 

 

 
夜叉神峠でハイ、パチリ 

植物観察も楽しそうです 

 
カモシカ君も登場です 



ヒ
マ
ラ
ヤ
８
，
０
０
０
ｍ
峰 

 

天
空
の
頂
を
め
ざ
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《 
加
藤
慶
信
追
悼
展 

》 

加
藤
慶
信
君
は
一
九
七
六
年
南
ア
ル
プ
ス

市
十
日
市
場
に
生
ま
れ
、
四
周
を
山
に
囲
ま

れ
た
美
し
い
自
然
環
境
の
中
で
育
ち
ま
し
た
。

中
学
、
高
校
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
サ
ッ

カ
ー
に
興
じ
、
明
治
大
学
に
進
学
し
て
先
輩

の
冒
険
家
植
村
直
己
氏
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て

山
岳
部
に
入
部
。 

明
治
大
学
山
岳
部
は
長
い
伝
統
に
支
え
ら

れ
、
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
る
「
炉
辺
会
」
と
共
に
、

日
本
で
最
も
幅
広
く
重
厚
な
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
で
知
ら
れ
「
大
学
時
代
は
訓
練
の
場
」

と
し
て
、
登
山
の
基
礎
か
ら
体
力
作
り
ま
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
日
本
各
地
の
山
々
で
実
体

験
を
通
じ
て
、
徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
て
ゆ
く

名
門
山
岳
部
で
す
。
加
藤
君
は
こ
の
よ
う
な

山
岳
部
で
、
タ
フ
な
体
力
と
レ
ベ
ル
の
高
い

登
山
技
術
を
備
え
た
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
に
育
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。 

1
9

歳
の
夏
、
イ
ン
ド
の
ガ
ン
グ
ス
タ
ン

（
六
一
九
三
ｍ
）
に
登
頂
、
初
め
て
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
で
「
世
界
に
こ
ん
な
場
所
が
あ
る
の
か
」

と
激
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

次
は8

0
0

0

ｍ
峰
へ
と
憧
れ
て
ゆ
く
加
藤
君

は
理
屈
で
は
な
く
完
全
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
虜
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

以
来
冒
険
家
の
誰
も
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、「
よ
り
高
き
、
よ
り
困
難
」
を
求
め
て
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
向
か
い
、
明
治
大
学
山
岳
部
と
炉

辺 会
の
八
〇
〇
〇
ｍ
峰
十
四
座
の
完
登
を
目
指

す
「
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
参
加

し
て
、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で

に
、
マ
ナ
ス
ル(

二
回)

、
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル

ムⅠ

、Ⅱ

峰
、
ロ
ー
ツ
ェ
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ

Ⅰ

峰
、
エ
ベ
レ
ス
ト(

二
回)

、
チ
ョ
ー
オ
ユ

ー
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
の
八
座
十
回
の
登
頂
を

果
た
し
ま
し
た
。 

二
〇
〇
八
年
十
月1

日
、
ガ
ン
グ
ス
タ
ン

か
ら
眺
め
て
、
そ
の
姿
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
、

チ
ベ
ッ
ト
の
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
山
頂
に
向
か
う

途
中
、
突
然
の
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
あ

ま
り
に
も
短
い
生

涯
を
終
え
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
い

く
つ
も
の
厳
し
い

登
山
を
通
じ
て
、

冬
の
八
〇
〇
〇
ｍ

峰
登
頂
や
縦
走
を

目
指
し
、
こ
れ
か

ら
自
分
自
身
の
登

山
を
創
り
始
め
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
登
り

続
け
る
は
ず
だ
っ

た
矢
先
の
惜
し
ま

れ
る
死
で
し
た
。 

世
界
の
若
き
登

山
家
の
エ
ー
ス
で

あ
る
加
藤
君
は
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
恋

し
、
常
に
謙
虚
で

誠
意
を
持
っ
て
人

に
接
す
る
好
漢
で

あ
り
、
人
望
厚
く

誰
か
ら
も
愛
さ
れ

ま
し
た
。「
加
藤
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
登

山
家
は
今
後
い
く

ら
で
も
出
て
く
る

だ
ろ
う
。
し
か
し

彼
の
人
柄
に
勝
る

人
物
は
現
れ
な

い
」
と
仲
間
達
は

言
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
広
い
世
界
の

ど
ん
な
場
所
よ
り

も
、
自
由
で
希
望
に
あ
ふ
れ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

峰
々
で
、
厳
し
い
登
山
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

加
藤
君
の
残
し
た
珠
玉
の
文
章
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
々
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
と
明
治
大
学
で

は
、
こ
の
よ
う
な
加
藤
君
の
短
く
も
波
乱
に

満
ち
充
実
し
た
生
涯
を
記
録
、
写
真
、
地
図
、

め
ぐ
り
会
っ
た
人
々
の
追
悼
文
、
そ
れ
に
彼

と
息
吹
を
共
に
し
た
装
備
を
展
示
し
、
不
世

出
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
加
藤
慶
信
君
の
冥
福

を
祈
り
、
偉
大
な
業
績
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

山
に
登
る
真
摯
な
姿
や
人
間
性
を
紹
介
し
、

市
民
の
皆
様
や
南
ア
ル
プ
ス
を
訪
れ
る
人
々

に
、
加
藤
君
の
足
跡
を
通
し
て
山
と
登
山
の

素
晴
ら
し
さ
、
深
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に 

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
八
〇
〇
〇
ｍ
峰 

天
空

の
頂
を
め
ざ
し
て 

―
加
藤
慶
信
追
悼
展
」

を
来
年
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
開
催
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。 

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館 

館
長 

塩
沢
久
仙 

記 
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満
開
の
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
に 

参
加
者
も
感
激 

 

観
察
会
実
施 

 

六
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
に
行
わ
れ

た
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
観
察
会
は
、
参
加
者
が
二
十

八
人
で
、
他
に
環
境
省
か
ら
三
人
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記

者
一
人
が
同
行
し
た
。 

今
年
の
開
山
祭
は
、
梅
雨
の
合
間
の
晴
れ

間
で
、
こ
の
時
期
に
し
て
は
珍
し
く
良
い
天
気
に

な
っ
た
。 

 

開
山
祭
の
あ
と
、
ソ
バ
と
モ
モ
を
戴
い
て
か
ら

広
河
原
山
荘
に
集
合
し
た
。
今
回
は
、
一
班
が

四
～
五
人
の
小
人
数
と
し
、
七
班
編
制
と
し
た

。 

山
荘
前
で
、
若
干
の
打
合
せ
の
あ
と
準
備
運

動
を
し
て
班
ご
と
に
出
発
。
今
年
は
、
大
樺
沢

の
残
雪
が
多
い
の
で
、
左
俣
か
ら
八
本
歯
の
コ
ル

へ
の
ル
ー
ト
は
諦
め
、
草
滑
り
コ
ー
ス
を
往
復
す

る
こ
と
に
し
た
。
従
っ
て
、
北
岳
山
頂
を
二
回
踏

む
こ
と
に
な
り
、
時
間
も
か
か
る
の
で
二
日
目

の
出
発
を
早
め
て
（五
時
発
）
、
不
必
要
な
荷
物

は
白
根
御
池
小
屋
に
預
け
る
こ
と
に
し
た
。 

（
広
河
原
～
白
根
御
池
小
屋
） 

天
気
が
良
く
森
林
帯
の
中
は
実
に
爽
や
か

に
感
じ
る
、
ま
ず
、
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
出
迎
え
を
受

け
、
沢
コ
ー
ス
と
の
分
岐
で
休
憩
。
こ
こ
か
ら
の

尾
根
道
は
急
坂
で
あ
る
が
、
セ
ミ
や
鳥
の
囀
り

を
耳
に
し
、
足
元
の
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
、
キ
ソ
チ

ド
リ
を
探
し
て
歩
く
、
急
坂
を
頑
張
っ
て
登
り

き
り
休
憩
。
ト
ラ
バ
ー
ス
気
味
の
登
山
道
を
少

し
で
白
根
御
池
小
屋
に
着
い
た
。
池
は
半
分
以

上
が
積
雪
に
覆
わ
れ
、
今
年
の
雪
の
多
さ
を
感

じ
さ
せ
る
、
見
上
げ
る
北
岳
や
池
山
吊
尾
根

側
の
沢
も
雪
が
沢
山
付
い
て
い
た
。
早
速
生
ビ

ー
ル
を
注
文
す
る
者
も
い
た
。 

 

（
白
根
御
池
小
屋
） 

夕
食
前
に
、
大
部
屋
で
輪
に
な
り
自
己
紹
介

を
し
て
、
持
参
し
た
酒
や
つ
ま
み
で
宴
会
と
な
っ

た
。
夕
食
後
に
、
名
取
先
生
の
高
山
植
物
の
話

を
聞
き
、
質
疑
応
答
等
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。 

（
御
池
小
屋
～
肩
の
小
屋
） 

御
池
小
屋
か
ら
の
登
山
道
は
、
最
近
雪
が
溶

け
て
、
植
物
の
芽
吹
き
が
漸
く
始
ま
っ
た
ば
か

り
、
ミ
ネ
ザ
ク
ラ
の
花
が
ま
だ
名
残
咲
き
、
草

す
べ
り
に
は
花
で
は
一
番
早
い
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

カ
マ
が
花
を
付
け
、
登
る
に
し
た
が
っ
て
、
シ
ナ
ノ

キ
ン
バ
イ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
等
が
咲
き
始
め
、
ク

ロ
ユ
リ
は
ま
だ
堅
い
蕾
、
全
般
的
に
開
花
が
遅
れ

て
い
る
、
稜
線
直
下
に
は
積
雪
が
あ
り
、
雪
の
少

な
い
場
所
を
選
ん
で
登
っ
た
。 

稜
線
に
出
る
と
展
望
が
開
け
、
南
に
は
、
吊

り
尾
根
の
上
に
富
士
山
の
端
正
な
姿
が
浮
か
び
、

東
に
鳳
凰
三
山
、
甲
斐
駒
、
そ
の
向
こ
う
に
八

ヶ
岳
、
奥
秩
父
の
連
山
が
望
め
る
、
北
に
は
、
仙

丈
ヶ
岳
が
大
き
な
山
容
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
梅

雨
時
の
た
め
陽
射
し
は
な
い
が
、
風
も
な
く
北

側
の
斜
面
に
広
が
る
お
花
畑
に
は
、
キ
バ
ナ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ､

オ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド

ウ
、
チ
シ
マ
ア
マ
ナ､

イ
ワ
ウ
メ
、
ウ
ラ
シ
マ
ツ
ツ
ジ､

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
等
色
と
り
ど

り
の
高
山
植
物
が
競
っ
て
咲
い
て
い
る
。 

肩
の
小
屋
で
は
森
本
さ
ん
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
を

サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
だ
い
た
。  

（肩
の
小
屋
～
頂
上
～
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
群
生

地
） 一

、
二
班
の
一
〇
名
は
三
班
以
降
の
パ
ー
テ

ィ
ー
が
大
分
遅
れ
て
い
た
の
で
、
先
行
し
て
頂
上

へ向
か
っ
た
。
小
屋
か
ら
両
又
分
岐
ま
で
の
急
な

稜
線
は
、
所
々
残
雪
が
あ
り
、
雪
渓
の
末
端
の

雪
が
溶
け
て
凍
り
、
滑
り
や
す
い
の
で
注
意
し

て
登
る
。
北
岳
山
頂
の
南
側
に
は
吹
き
溜
ま
り

の
雪
が
山
頂
を
半
分
く
ら
い
に
狭
め
て
い
た
。 

下
り
で
一
番
心
配
し
た
北
側
の
斜
面
に
、
雪

は
付
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
応
用
意
し
た
ピ

ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
は
使
用
し
な
く
て
済
ん
だ
。 

北
岳
山
荘
と
八
本
歯
コ
ル
の
分
岐
点
の
南
面

の
草
付
き
に
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
て
、

初
め
て
見
る
人
は
喜
ん
だ
、
ト
ラ
バ
ー
ス
ル
ー
ト

ま
で
下
る
と
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
正
に
今
が
満

開
で
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
、
満
開
の
時
期
に

訪
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン

ソ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
、
オ
ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
ウ
な

ど
を
散
見
す
る
が
、
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

前
に
他
の
花
に
先
駆
け
て
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
白

く
清
楚
な
花
が
一
面
に
咲
き
乱
れ
る
姿
に
一

同
感
動
し
、
何
回
も
何
回
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
た
。 

（そ
の
他
） 

 
大
樺
沢
左
俣
の
雪
渓
が
多
く
、
落
石
や
寒
さ
、

滑
落
等
の
恐
れ
か
ら
こ
の
ル
ー
ト
を
避
け
、
北

岳
山
頂
を
二
度
踏
む
と
い
う
長
い
行
程
に
な
っ

た
。
そ
の
為
、
白
根
御
池
小
屋
に
不
要
な
荷
を

預
け
る
な
ど
し
て
、
荷
物
に
つ
い
て
は
必
要
最

小
限
に
し
た
が
、
体
力
的
に
個
人
差
が
あ
り
ト

ッ
プ
と
ラ
ス
ト
で
大
分
差
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
現

状
把
握
と
連
絡
調
整
等
の
た
め
の
通
信
手
段

と
し
て
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
有
れ
ば
よ
い
と
感

じ
た
。 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

望
月 

記 
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南
ア
ル
プ
ス
市
生
涯
学
習
講
座

「
初
め
て
の
山
登
り
教
室
」
開
催 

今
回
、
南
ア
ル
プ
ス
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
主
催
の
櫛
形
山
登
山
に
、
芦
安
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
五
名
、
各
班
の
班
長

と
し
て
櫛
形
山
に
登
り
ま
し
た
。
四
回
の
座

学
を
修
了
し
て
の
実
践
登
山
、
七
月
十
八
日

（
土
）
今
年
は
梅
雨
が
早
く
明
け
た
の
で
す

が
、
当
日
は
、
朝
か
ら
曇
り
空
で
し
た
。
登

山
の
参
加
者
は
、
二
十
四
名
、
リ
ー
ダ
ー
、

井
口
さ
ん
を
先
頭
に
、
六
班
に
別
れ
て
十
時

四
十
分
、
池
の
茶
屋
登
山
口
を
出
発
し
ま
し

た
。
さ
く
ら
峠
を
登
り
初
め
て
間
も
な
く
、

唐
松
林
の
中
か
ら
カ
モ
シ
カ
が
私
達
を
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
カ
モ
シ
カ
は
逃
げ
も
せ

ず
最
後
の
班
が
通
り
過
ぎ
る
ま
で
そ
の
場
所

に
い
た
そ
う
で
す
。
さ
く
ら
峠
に
は
、
グ
ン

ナ
イ
フ
ウ
ロ
、
ミ
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
や
た
く
さ

ん
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
途
中
櫛
形
山

三
角
点
で
は
三
角
点
の
役
目
や
、
北
岳
、
間

の
岳
で
の
三
角
点
改
埋
の
様
子
や
、
北
岳
、

間
の
岳
に
百
年
以
上
風
雪
に
耐
え
て
い
た
三

角
点
が
、
芦
安
山
岳
館
に
展
示
し
て
あ
る
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。「
山
岳
館
に
は
行
っ
た
事

が
有
る
が
、
三
角
点
は
見
て
な
い
。
今
度
行

っ
た
時
に
は
ぜ
ひ
見
た
い
。」
と
言
っ
て
く
れ

た
人
が
何
名
か
居
ま
し
た
。
三
角
点
を
過
ぎ

山
頂
に
進
み
ま
し
た
。
途
中
か
す
か
に
富
士

山
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
十
一
時
三

十
五
分
、
山
頂
到
着
。
山
頂
で
班
ご
と
に
写

真
を
撮
り
小
休
止
し
ま
し
た
。
山
頂
を
出
発

し
裸
山
に
進
み
ま
す
。
参
加
者
は
、
途
中
マ

ル
バ
タ
ケ
ブ
キ
の
群
落
を
見
て
感
激
、
唐
松

に
垂
れ
下
が
る
サ
ル
オ
ガ
セ
に
も
感
激
、
樹

齢
三
百
年
の
大
唐
松
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 

十
二
時
三
十
分
、
裸
山
到
着
、
昼
食
。
裸
山

で
は
、
市
み
ど
り
自
然
課
が
調
査
を
し
て
い

る
ア
ヤ
メ
を
保
護
す
る
ネ
ッ
ト
の
説
明
な
ど

致
し
ま
し
た
。
裸
山
周
辺
で
は
コ
ウ
リ
ン
カ
、

ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
キ
ソ
チ
ド
リ
な
ど
の

花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
が
花
の
数
が
少
な
く

が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
十
三
時
、
裸
山
を
出

発
ア
ヤ
メ
平
に
向
か
い
ま
し
た
、
ギ
ン
リ
ョ

ウ
ソ
ウ
を
写
真
で
見
た
が
本
物
を
見
た
こ
と

が
な
い
と
言
う
参
加
者
が
居
ま
し
た
の
で
何

処
か
に
咲
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
探
し

な
が
ら
ア
ヤ
メ
平
に
行
き
ま
し
た
。
樹
林
帯

の
中
に
ひ
っ
そ
り
咲
い
て
い
る
ギ
ン
リ
ョ
ウ

ソ
ウ
を
見
つ
け
ま
し
た
、
実
物
を
見
た
そ
の

方
は
と
て
も
感
激
し
て
く
れ
ま
し
た
。
辺
り

一
面
の
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
は
ま
だ
花
が
咲
い
て

い
ま
せ
ん
。 

十
三
時
二
十
五
分
、
ア
ヤ
メ
平
到
着
。
仮
設

ト
イ
レ
が
設
置
し
て
あ
っ
た
の
で
ト
イ
レ
休

憩
、
ア
ヤ
メ
平
で
は
、
去
年
設
置
し
た
柵
の

中
で
今
年
ア
ヤ
メ
が
咲
い
た
事
を
説
明
し
ま

し
た
。
十
三
時
三
十
五
分
、
ア
ヤ
メ
平
出
発
、

原
生
林
を
歩
き
池
の
茶
屋
に
向
か
い
ま
す
、

途
中
ク
サ
タ
チ
バ
ナ
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
十
四
時
三
十
分
山
頂
、
十
五
時
二
十
分
、

池
の
茶
屋
に
到
着
し
ほ
っ
と
ひ
と
息
。
リ
ー

ダ
ー
の
井
口
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。
一

人
の
脱
落
者
も
な
く
無
事
帰
る
事
が
出
来
ま

し
た
。 

今
回
の
登
山
は
、、
服
装
な
ど
の
装
備
や
登
山

に
参
加
す
る
心
構
え
は
ほ
ぼ
完
璧
で
あ
り
、

四
回
の
座
学
の
成
果
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

私
達
、
登
山
者
は
（
遭
難
は
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
。）
と
言
う
信
念
を
持
ち
、
事
前
の
準
備

や
登
山
中
の
危
険
防
止
に
十
分
注
意
を
払
い
、

慎
重
な
行
動
を
取
り
、
楽
し
い
登
山
を
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

井
口
さ
ん
、
塩
澤
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん
、
み
ど

り
自
然
課
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
依
田 

正 

記 
 

 

今
年
も
開
山
際
で
安
全
祈
願 

六
月
二
十
七
日
実
施 

よ
み
が
え
っ
た
芦
安
の
ホ
タ
ル 

小
学
生
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う 

 

 

出迎えてくれたカモシカ君 

柵の中で開花したアヤメ 
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多くの参加者のもと盛大に行われました。  

 

６月末～7 月初旬にかけて懐かしい輝きを見せ

てくれました 



関
西
か
ら
四
日
間
の
白
峰
ニ
山
を
楽
し
ま
れ
た

お
二
人
煮
道
中
記
の
宿
題
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

快
く
原
稿
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
紹
介
し
ま

す
。 

『一
歩
で
も
足
を
出
せ
ば
、
標
高
は

自
然
と
上
が
る｡

』 

私
達
の
山
選
び
は
チ
ョ
ッ
ト
違
う
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。 

 

『
こ
こ
え
～
や
ん
』
『め
っ
ち
ゃ
綺
麗
～
』
『
ア
カ

ン
や
ん
！
中
級
者
向
き
や
で
！
』
『
ほ
ん
ま
や
』

『
こ
ん
な
鎖
い
っ
ぱ
い
怖
い
わ
～
』
『
無
理
無
理

～
』
『
お
花
畑
あ
り
そ
う
や
で
』『
ど
こ
？
』
『北

岳
？
』
『ど
こ
～
？
山
梨
？
』
『南
ア
ル
プ
ス
っ
て

書
い
て
ん
で
』
『♪
南
ア
ル
プ
ス
天
然
水J

］』

『
大
滝
秀
治
さ
ん
い
る
か
な
～
』『
百
花
練
乱
っ

て
お
花
ス
ゴ
イ
ん
ち
ゃ
う
？
』『日
本
で
二
番
目

に
高
い
山
な
ん
？
』
『
し
ら
～
ん
』
『
あ
！
初
心

者
い
け
る
？
』『
健
脚
者
向
き
と
は
書
い
て
な
い

け
ど
な
～
』『
色
々
ル
ー
ト
が
あ
ん
の
か
も
な

～
』
『
白
根
三
山
縦
走
っ
て
書
い
て
る
か
ら
稜
線

あ
る
け
る
ん
ち
ゃ
う
？
』
『こ
こ
あ
た
っ
て
み

る
？
』
『お
花
畑
あ
る
し
え
え
ん
ち
ゃ
う
？
』

『
決
ま
り
や
な
！
』 

こ
ん
な
ア
ホ
な
決
め
方
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
北
岳
の
こ
と
を
少
し
づ
つ
知
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
は
決
し
て
健
脚
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
そ
う
年
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
マ
ッ
ス
ル
マ
ン
で
も
な
い
し
、
自
分
の

体
に
ム
チ
を
打
っ
て
喜
ぶ
タ
イ
プ
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
コ
ー
ス
タ
イ
ム
？
そ
ん
な
の
知
り
ま
せ

ん
。 

き
っ
と
山
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ
の
皆
さ
ん
な

ら
こ
こ
ま
で
読
ん
で
『山
を
な
め
て
ん
な
！
』
と

か
思
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

で
も
…
お
花
見
た
い
！
雷
鳥
さ
ん
も
見
た

い
！
緑
々
し
い
雄
々
し
い
山
々
！
青
い
空
に
も

立
ち
た
い
！
そ
う
い
う
気
持
ち
っ
て
…
コ
ー
ス

タ
イ
ム
を
気
に
し
た
り
、
百
名
山
を
制
覇
！
と

か
ゆ
う
よ
り
山
を
感
じ
て
い
る
！
！
！
っ
て
私

は
思
う
ん
で
す
。 

だ
か
ら
、
安
全
に
登
山
を
楽
し
む
た
め
に
、
私

達
の
登
山
に
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
不
可
欠
な
の

で
す
。 

ガ
イ
ド
さ
ん
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
今
回
は
か

な
り
考
え
ま
し
た
。 

ツ
ア
ー
で
は
二
十
人
と
か
三
十
人
も
い
て
、
つ

い
て
行
＜
の
が
よ
う
や
っ
と
。
説
明
も
聞
こ
え

な
い
し
、
お
花
を
じ
っ
く
り
見
な
が
ら
の
ん
び

り
～
な
ん
て
で
き
な
い
。
好
き
な
場
所
で
写
真

も
撮
れ
な
い
し
。
だ
か
ら
個
人
で
ガ
イ
ド
さ
ん

を
探
す
こ
と
に
し
て
み
ま
し
た
。 

た
い
て
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
『北
岳 

ガ
イ
ド
』

と
入
れ
れ
ば
ヒ
ッ
ト
し
そ
う
な
も
の
の
…
な
か

な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
よ
う
や
く
観

光
協
会
の
下
の
方
に
『
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
』と

い
う
の
を
見
つ
け
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

お
花
畑
を
じ
っ
く
り
堪
能
し
た
り
写
真
を
撮

る
時
間
も
欲
し
い
・お
花
に
つ
い
て
い
っ
ぱ
い
説

明
を
聞
き
た
い
、
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

ど
な
ん
と
か
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
を
一
輪
で
も
い
い

か
ら
見
た
い
・自
信
が
な
い
の
で
三
泊
四
日
で

ゆ
っ
く
り
・
で
き
れ
ば
白
根
三
山
縦
走
を
し
た

い
・
で
も
い
つ
も
コ
ー
ス
タ
イ
ム
は
大
幅
に
超
え

て
い
る
！
本
当
に
遅
い
ん
で
す
！
！
・皆
既
日

食
は
見
れ
ま
す
か
？
・二
人
で
一
人
の
ガ
イ
ド

さ
ん
は
い
っ
た
い
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
？
キ

ッ
チ
リ
お
し
え
て
く
だ
さ
い
…
と
、
お
願
い
を

い
っ
ぱ
い
し
ま
し
た
。
無
理
！
と
い
わ
れ
る
こ

と
も
多
い
だ
ろ
う
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、

皆
既
日
食
以
外
は
私
達
の
思
い
を
で
き
る
だ

け
プ
ラ
ス
の
方
向
に
む
け
て
く
れ
る
よ
う
な
返

事
が
い
っ
ぱ
い
返
っ
て
き
た
の
で
、
安
心
し
て
自

分
の
体
力
以
外
に
心
配
な
も
の
は
何
も
な
く
、

芦
安
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
登
山
前

日
は
少
し
標
高
に
慣
れ
た
方
が
良
い
と
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
、
昼
に
は
芦
安
入
り
し
ま
し
た
。 

前
日
の
宿
泊
は
『北
地
蔵
』さ
ん
。
ホ
ッ
ケ
や
夏

ら
し
い
素
敵
な
お
料
理
を
食
べ
て
、
し
ば
し
美

味
し
い
物
に
さ
よ
う
な
ら
を
し
ま
し
た
。
登
山

当
日
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
車
が
サ
ッ
ソ
ウ
と
現
れ､

車
に
ザ
ッ
ク
を
置
い
た
瞬
間
少
し
緊
張
し
て
き

ま
し
た
。
車
は
ど
ん
ど
ん
登
り
、
趣
の
あ
る
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
広
河
原
に
で
て
き
ま
し
た
。

ザ
ッ
ク
を
背
負
い
、
揺
れ
る
長
い
橋
を
渡
る
と

緊
張
は
も
っ
と
強
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
い

よ
い
よ
出
発
で
す
。
大
様
沢
か
ら
向
か
う
予
定

で
し
た
が
残
雪
が
多
＜
危
険
と
の
こ
と
で
右
の

ル
ー
ト
か
ら
向
か
い
ま
す
。
と
に
か
＜
今
日
は

登
り
で
す
。
知
っ
て
い
ま
す
。
知
っ
て
い
ま
し
た

…
だ
け
ど
～
息
切
れ
で
す
。
ひ
ど
い
息
切
れ
で

す
。
思
っ
て
い
た
以
上
の
ひ
ど
い
体
力
で
す
。
次

第
に
自
分
が
情
け
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
気
持
ち
が
よ
り
自
分
を
し
ん
ど
く
さ
せ
て

ゆ
き
ま
す
。 

 

『痛
！
！
な
ん
か
チ
ク
ッ
と
し
た
！
刺
さ
れ

た
か
も
～｡

』で
た
～
親
友
の
虫
難
！
！
！ 

ど
こ
に
行
っ
て
も
何
か
の
虫
に
刺
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
左
の
瞼
で
し
た
。
白
根
御
池
小
屋

へ
到
着
で
す
。 

本
日
は
こ
れ
ま
で
…
と
な
り
や
～
こ
っ
ち
の
も

ん
だ
！
俄
然
元
気
が
で
て
き
ま
す
。
う
わ
あ

～
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
山
小
屋
！
！
笑
顔
の
素
敵

な
働
く
お
姉
さ
ん
！
と
て
も
優
し
い
御
主

人
！
フ
カ
フ
カ
の
お
布
団
！
超
感
激
～
水
洗

ト
イ
レ
！
！
黒
霧
ま
で
売
っ
て
る
ぅ
～
！
こ
う

な
っ
た
ら
…
お
～
い
！
酒
だ
！
酒
だ
！
ど
ん

ち
ゃ
ん
♪
ど
ん
ち
ゃ
んJ

] 

『明
日
四
時
三
十
分
ご
飯
だ
か
ら
四
時
に
起

き
れ
ば
い
い
よ｡

』『は
～
い
。
え
ぇ
！ 

！
…
四

時
？
』 

そ
う
や
…
山
小
屋
の
朝
は
早
う
ご
ざ
ん
し
た
。

自
然
に
起
き
た
の
は
三
時
半
頃
で
し
た
。
天
井

に
窓
か
ら
差
し
込
む
緑
の
光
。
丸
が
綺
麗
に
並

ん
で
。
点
い
た
り
消
え
た
り
。
エ
ン
ジ
ン
音
？
ト

ラ
ッ
ク
？
あ
れ
？
こ
こ
山
ん
中
…
ん
？ 

二
日
目
。 

お
天
気
は
曇
り
。
親
友
の
瞼
は
腫は

れ
。 

タ
カ
ネ
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
と
白
根
御
池
を
背
に

草
す
べ
り
を
登
っ
て
行
き
ま
す
。
『御
池
が
見

え
る
間
は
登
り
が
キ
ツ
イ
か
ら｡

』『紫
の
花
っ

て
綺
麗
な
～｡

』『可
愛
い
～
な
～｡

』『…
』『…
』

『…
』『…
』わ
っ
ち
や
～
！
！
！
ま
だ
御
池
見

え
て
る
が
な
～
！
！
！
『こ
の
辺
り
か
ら
お
花

畑
が
出
て
く
る
よ
！
』あ
～
神
様
。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
天
の
声
で
す
。
私
の
好
き
な
シ
ナ
ノ
キ
ン

バ
イ
・ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
・ミ
ヤ
マ
キ
ン
バ
イ
・

シ
ナ
ノ
キ
ン
ポ
ウ
…
ん
？ 

人
間
、
酸
素
が
薄
い
と
頭
が
ま
わ
り
ま
せ
ん
。

『お
花
畑
は
下
か
ら
見
る
よ
り
上
か
ら
見
た
方

が
も
っ
と
綺
麗
だ
よ
！
』ガ
イ
ド
さ
ん
の
そ
の

言
葉
に
釣
ら
れ
て
自
然
と
登
っ
て
い
け
ま
す
。

お
花
畑
と
自
分
の
登
っ
て
き
た
道
の
り
を
見

下
ろ
し
て
…
ジ
ー
ン
と
き
ま
す
。
ま
た
歩
き
出

し
、
息
切
れ
。
『一
歩
で
も
足
を
出
せ
ば
、
標

高
は
自
然
と
上
が
る｡

』ガ
イ
ド
さ
ん
の
こ
の
言

葉
は
後
の
四
日
間
も
私
を
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。 

小
太
郎
分
岐
ま
で
来
る
と
明
ら
か
に
植
物
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
む
き
出
し
の
岩
か
ら
小
さ

く
け
な
げ
な
お
花
が
『私
を
見
て
！
』っ
て
話
し

か
け
て
き
ま
す
。
目
を
奪
わ
れ
る
け
ど
こ
こ
は

危
険
な
岩
場
地
帯
！
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
飛
び

交
う
号
令
『集
中
！
集
中
！
』 

 
たくさん咲いていたキタダケソウ 
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こ
の
四
日
間
で
ど
れ
だ
け
集
中
と
言
わ
せ
て
し

ま
っ
た
だ
ろ
う
か
…
。 

こ
の
後
も
こ
の
号
令
は
私
達
パ
ー
テ
ィ
ー
の
想

い
出
の
言
葉
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

肩
の
小
屋
へ
到
着
で
す
。
三
〇
〇
〇
ｍ
と
い
う

看
板
に
心
が
弾
み
ま
す
。
こ
の
旅
、
初
の
登
山

バ
ッ
ジ
ｇ
ｅ
ｔ
！
！ 

実
は
私
達
…
登
山
バ
ッ
ジ
集
め
て
い
ま
す
。
登

山
バ
ッ
ジ
と
い
う
の
は
い
い
も
の
で
、
荷
物
に
な

ら
な
い
自
分
へ
の
お
土
産
。
家
に
帰
っ
て
今
ま

で
集
め
た
も
の
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
地
区
別
に

分
け
て
み
た
り
、
同
じ
感
じ
の
物
で
分
け
て
み

た
り
、
お
気
に
入
り
か
ら
並
べ
て
み
た
り
…
ム

フ
ッ
。 

登
山
バ
ッ
ジ
を
眺
め
な
が
ら
温
か
い
コ
コ
ア
を

よ
ば
れ
ま
し
た
。
さ
す
が
に
三
〇
〇
〇
ｍ
。
こ

こ
ま
で
来
る
と
す
ぐ
に
汗
は
寒
さ
へ
と
変
わ
っ

て
ゆ
き
ま
す
。
コ
コ
ア
を
～
コ
コ
ア
を
も
う
一
杯

く
だ
さ
い
…
。
私
の
中
で
肩
の
小
屋
は
、
♪
コ
コ

ア
の
お
い
し
い
～
喫
茶
店
～J

]

っ
て
イ
メ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
飲
ん
で
も
寒
い
！
対

策
は
ま
た
歩
く
の
み
！ 

い
よ
い
よ
北
岳
山
頂
を
目
指
し
ま
す
。
お
花
の

咲
＜
岩
場
を
ひ
た
す
ら
登
り
ま
す
。 

岩
場
が
特
に
へ
っ
た
く
そ
な
私
は
ガ
イ
ド
さ
ん

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
短
い
足
で
な
ん
と
か

登
り
ま
す
。
息
が
苦
し
い
。
立
ち
止
ま
る
。
呼

吸
を
整
え
る
私
を
ガ
イ
ド
さ
ん
と
親
友
が
見

守
っ
て
く
れ
ま
す
。
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

登
る
と
い
う
の
は
し
ん
ど
い
。
後
方
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
し
ん
ど
い
と
い
う
の
は
経
験
か
ら
知

っ
て
い
た
の
で
、
先
頭
を
歩
か
せ
て
く
れ
る
ガ

イ
ド
さ
ん
と
親
友
の
心
使
い
に
も
ジ
ー
ン
と
き

ま
す
。
『
頂
上
が
見
え
て
き
た
よ
！
も
う
ち
ょ

っ
と
だ
よ
！
頑
張
ろ
う
！
』ガ
イ
ド
さ
ん
の
声

か
け
で
頂
上
が
近
い
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。 

『
あ
っ
！
空
が
晴
れ
て
き
た
～
。
真
上
！
！
』親

友
の
声
に
見
上
げ
ま
し
た
。
鋭
い
三
日
月
が
霧

の
中
を
照
ら
し
て
一
瞬
に
し
て
消
え
た
。
…
日

食
だ
！
！ 

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
二
日
は
北
岳
で
も
日

食
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。 

遮
る
も
の
は
何
も
な
い
三
〇
〇
〇
ｍ
の
こ
ん
な

近
く
で
日
食
を
見
る
事
が
で
き
る
っ
て
…
。
お

そ
っ
て
く
る
感
動
の
中
、
北
岳
山
頂
は
目
の
前
。

こ
れ
ほ
ど
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
っ
て
あ

る
ん
や
～
。
霧
の
せ
い
か
、
強
い
風
の
せ
い
か
、

日
食
を
裸
眼
で
見
た
せ
い
か
…
自
然
と
涙
が

で
て
き
ま
し
た
。
三
一
九
三
ｍ
。
北
岳
登
頂
。 

ガ
イ
ド
さ
ん
と
強
＜
握
手
を
交
わ
し
て
、
つ
い

に
空
に
立
っ
た
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
登
頂

と
共
に
空
は
晴
れ
、
山
々
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

自
分
が
ど
れ
く
ら
い
高
い
所
に
い
る
か
と
い
う

こ
と
が
、
や
っ
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

親
友
の
ほ
こ
ろ
ん
だ
顔
を
見
て
、
い
い
笑
顔
だ

な
～
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
山
の
ピ
ー
ク

と
共
に
、
瞼
の
腫
れ
も
ピ
ー
ク
に
。
写
真
の
立

ち
位
置
は
決
ま
っ
て
右
斜
め
四
十
五
度
、
そ
ん

な
記
念
撮
影
を
経
て
、
し
ば
し
弁
当
休
憩
で

す
。 

吹
き
ぬ
け
る
気
持
ち
い
い
強
い
風
に
、
汗
も
、

し
ん
ど
か
っ
た
思
い
も
、
親
友
の
弁
当
も
飛
ば

さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。 

弁
当
を
ひ
ら
い
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

さ
ん
と
親
友
が
い
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ
ま
で
来

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
誰
か
と
い
る
っ
て
力
に

な
る
。
誰
か
と
感
動
を
共
感
で
き
る
っ
て
素
晴

ら
し
い
な
～
。
ト
ラ
バ
ー
ス
道
か
ら
北
岳
山
荘

へ
向
か
い
ま
す
。
『集
中
！
集
中
！
こ
こ
で
こ
け

た
ら
北
岳
に
来
た
だ
け
～
に
な
っ
ち
や
う

よ
！
！
』お
～
い
！
山
田
君
！
ガ
イ
ド
さ
ん
に

座
布
団
一
枚
！
今
の
ダ
ジ
ャ
レ
、
こ
こ
が
草
す

べ
り
な
ら
や
や
す
べ
り
や
な
～
。
ア
カ
ン
！
集

中
！
集
中
！ 

 

『は
い
！
見
て
！
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
だ
よ｡

』き

や
わ
い
い
～
。
白
い
花
は
少
し
透
き
通
っ
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
、
雨
露
を
は
じ
く
丸
み
の
あ

る
春
菊
の
よ
う
な
葉
っ
ぱ
。
世
界
に
こ
こ
だ
け

の
花
は
と
て
も
恐
ろ
し
い
崖
っ
ぷ
ち
に
群
れ
を

成
し
て
咲
い
て
い
ま
し
た
。
恐
怖
感
と
感
動
で

興
奮
し
て
い
る
の
に
、
体
の
力
が
抜
け
て
い
く

よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
が
し
ま
し
た
。
本
日

も
日
没
前
に
は
山
荘
へ
到
着
で
き
た
と
安
堵
し

な
が
ら
、
北
岳
山
荘
へ
到
着
で
す
。
到
着
後
、

と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
を
堪
能
。
親
友
は
ま
ず

診
療
所
を
堪
能
し
ま
し
た
。
窓
か
ら
見
え
る

風
景
は
、
赤
く
染
ま
る
雲
海
よ
り
遥
か
高
く

そ
び
え
る
富
士
山
。
最
高
の
景
色
を
つ
ま
み
に
、

山
小
屋
の
早
い
夜
が
ふ
け
て
い
き
ま
し
た
。 

三
日
目
。 

お
天
気
は
曇
り
。
親
友
の
瞼
は
腫は

れ
。
間
ノ
岳

登
頂
を
目
指
し
て
歩
き
出
し
ま
す
。
白
・黄

色
・紫
・桃
色
、
百
花
線
乱
の
稜
線
散
歩
を
楽

し
み
な
が
ら
。
あ
～
♪
大
好
き
な
イ
ワ
ベ
ン
ケ

イ
が
た
く
さ
ん
あ
る
～
。 

 

『あ
の
岩
の
向
こ
う
の
も
う
一
つ
向
こ
う
に

ピ
ー
ク
が
あ
る
か
ら
ま
だ
見
え
な
い｡

』結
構

な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
繰
り
返
し
で
息
切
れ
も
し

ま
す
が
、
気
分
は
上
々
で
す
。
空
が
少
し
晴
れ

だ
し
ま
し
た
。
霧
で
北
岳
の
ピ
ー
ク
は
顔
を
だ

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
裾
の
大
き
さ
か
ら
ど

れ
だ
け
高
い
か
予
測
は
つ
き
ま
し
た
。
『雷
鳥

さ
ん
！
！
！
』我
が
パ
ー
テ
ィ
ー
の
野
鳥
の
会

会
長
こ
と
親
友
が
叫
び
ま
し
た
。 

お
母
さ
ん
雷
鳥
は
首
を
長
く
し
て
音
楽
で
も

聞
い
て
い
る
感
じ
で
優
し
い
表
情
を
し
て
い
ま

し
た
。
近
く
に
は
あ
か
ち
ゃ
ん
雷
鳥
達
が
お
花

畑
を
ト
コ
ト
コ
歩
い
て
い
ま
し
た
。
ハ
イ
マ
ツ
が

少
な
い
所
だ
っ
た
の
で
意
外
だ
な
～
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
意
外
に
も
一
番
興
奮
し
て
い
た
の

は
ガ
イ
ド
さ
ん
。
ど
ん
だ
け
ぇ
～
っ
て
く
ら
い

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
い
で
に
私
の
カ
メ

ラ
も
渡
し
ま
し
た
。
間
ノ
岳
登
頂
。 

三
一
八

九
ｍ 

『一
回
の
登
山
で
二
番
目
に
高
い
山
と
四

番
目
に
高
い
山
を
制
覇
す
る
な
ん
て
～
す
ご

い
ね
！
』 

え
え
！
？
間
ノ
岳
っ
て
日
本
で
四
番
目
に
高
か

っ
た
ん
だ
～
。
『天
気
も
回
復
し
そ
う
だ
し
、
少

し
農
鳥
ま
で
遊
び
に
行
っ
て
み
よ
う
か｡

』『小

屋
ま
で
と
り
あ
え
ず
行
っ
て
み
よ
う
か
な｡

』

『任
せ
る
』任
せ
る
と
は
言
っ
て
み
た
も
の
の
、

達
成
感
に
満
ち
て
い
た
の
で
農
鳥
ま
で
行
く
気

分
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、
二
人
に
つ
い
て
行
く

し
か
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
ガ
レ
場
を
ち

ょ
っ
と
下
山
…
も
っ
と
下
山
…
め
っ
ち
や
下
山

し
て
も
農
鳥
小
屋
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ガ

レ
場
の
下
山
は
行
程
の
中
で
一
番
キ
ツ
イ
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ガ
レ
場
を
転
落
せ
ず
集

中
し
て
降
り
て
、
ま
た
登
る
と
思
う
と
気
が
遠

く
な
り
ま
し
た
。
『え
ぇ
？
ど
こ
？
え
！
！
あ

れ
？
…
ま
だ
ま
だ
や
ん｡

』つ
い
に
愚
痴
が
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
セ
リ
フ
は
後
悔

し
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
農
鳥
小
屋
に
到
着
…

と
い
う
時
に
、
最
後
の
階
段
で
コ
ケ
て
ハ
イ
マ
ツ

に
突
っ
込
み
ま
し
た
。
す
み
ま
せ
ん
。
恐
ろ
し
い

顔
の
二
匹
の
甲
斐
犬
に
吠
え
ら
れ
ま
し
た
が

無
視
っ
て
や
り
ま
し
た
。
農
鳥
小
屋
で
は
登
山

 
トラバース、コワ～ 
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バ
ッ
ジ
を
ｇ
ｅ
ｔ
！
！
こ
ん
な
に
苦
労
し
て
手
に

し
た
バ
ッ
ジ
は
初
め
て
で
、
思
い
出
の
品
に
な

り
ま
し
た
。
帰
り
は
息
切
れ
は
ひ
ど
く
な
か
な

か
進
ま
な
い
け
ど
、
気
持
ち
は
元
気
で
し
た
。

ガ
イ
ド
さ
ん
は
タ
ン
タ
ン
っ
と
軽
や
か
に
移
動
。

私
は
ズ
シ
ズ
シ
っ
と
数
セ
ン
チ
。
息
が
苦
し
く

頭
は
も
う
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
あ
の
言
葉
が
私

を
支
え
ま
す
。
『
一
歩
で
も
足
を
出
せ
ば
、
標

高
は
自
然
と
上
が
る｡
』 

小
さ
な
お
花
も
あ
っ
た
け
ど
、
写
真
は
ガ
イ
ド

さ
ん
に
任
せ
て
私
は
登
り
に
集
中
し
ま
し
た
。 

 

『
雷
鳥
さ
ん
！
！
』『
見
て
！
雷
鳥
さ
ん
！
』

雷
鳥
さ
ん
に
は
い
っ
ぱ
い
お
会
い
で
き
ま
し

た
。 

や
っ
と
広
い
所
ま
で
到
着
し
、
弁
当
休
憩
で
す
。

途
端
、
親
友
は
ザ
ッ
ク
に
う
な
だ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
決
ま
り
の
シ
ャ
リ
切
れ
：
い
わ
ゆ

る
低
血
糖
症
状
で
す
。
あ
ん
な
に
弱
々
し
い
親

友
を
見
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親

友
は
ガ
イ
ド
さ
ん
に
弁
当
を
食
べ
る
よ
う
怒

ら
れ
て
い
た
の
が
、
め
っ
ち
ゃ
笑
け
ま
し
た
。
食

べ
ろ
っ
て
怒
ら
れ
る
の
っ
て
子
供
以
来
じ
ゃ
な

い
？ 

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
景
色
を
見
る
と
、
恐
ろ
し

く
下
に
農
鳥
小
屋
が
あ
り
ま
し
た
。 

後
に
、
ガ
イ
ド
さ
ん
よ
り
心
に
染
み
る
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。 

『
今
回
の
目
標
の
ひ
と
つ
に
白
根
三
山
縦
走
っ

て
の
が
あ
っ
た
で
し
ょ
。
少
し
で
も
農
鳥
に
登

ら
せ
て
や
り
た
か
っ
た
ん
だ｡

』…
と
。 

は
あ
！
！
息
を
の
み
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
つ
が
い

の
雷
鳥
さ
ん
が
目
の
前
に
！
！
！
あ
ま
り
の

感
動
に
動
き
が
止
ま
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
は
止
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
本
日
二
回
目
の
間
ノ
岳
登

頂
！
そ
し
て
、
本
日
も
日
没
ま
で
に
な
ん
と
か

間
に
合
っ
て
北
岳
山
荘
へ
帰
宅
し
ま
し
た
。
夜

は
本
日
も
酒
場
を
オ
ー
プ
ン
！
！
山
の
話
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
話
、
出
会
う
ま
で
の
印
象
と
第
一

印
象
な
ど
…
楽
し
い
夜
は
や
は
り
早
く
更
け

て
い
き
、
あ
と
五
分
で
消
灯
に
な
っ
て
し
ま
う

た
め
泣
＜
泣
＜
布
団
に
納
ま
り
ま
し
た
。 

昨
夜
ま
で
は
綺
麗
に
し
て
い
た
ザ
ッ
ク
の
整
理

も
慣
れ
て
く
る
と
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
き
ま

す
。
荷
物
は
ぐ
ち
や
ぐ
ち
や
の
ま
ま
眠
り
に
つ

き
ま
し
た
。
翌
朝
、
親
友
は
水
難
に
。
大
雨
で

雨
漏
り
。
親
友
は
診
療
所
の
人
達
に
お
し
ま

れ
？
な
が
ら
北
岳
山
荘
を
後
に
し
ま
し
た
。

二
回
目
の
北
岳
登
頂
を
経
て
、
下
山
へ
。
植
物

が
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
悲
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
北
岳
に
来
た
い
。
新
た
な
北

岳
に
期
待
を
も
っ
て
広
河
原
へ
到
着
、
今
回
の

旅
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
芦
安
の
皆
さ
ん
、
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

『
あ
し
や
す
』
と
い
う
読
み
方
さ
え
わ
か
ら
な

か
か
っ
た
私
が
、
今
は
芦
安
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
っ
て
ス
ゴ
イ

事
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
山
を
守
る
皆
さ

ん
が
、
人
の
心
に
清
ら
か
さ
も
与
え
て
く
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
芦
安
に
今
以
上
の
自

然
が
保
た
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
。 

記 
 

北
岳
を
満
喫
し
た
Ｙ
・森
川
さ
ん 

 

『ア
ラ
サ
ー
命
が
け
の
北
岳
挑
戦
』 

私
た
ち
の
登
山
の
テ
ー
マ
は
「高
山
植
物
を

観
な
が
ら
楽
し
く
登
ろ
う
」と
い
う
感
じ
。
お

花
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
日
本
で
二
番
目
に
高
い

山
っ
て
こ
と
で
“
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
！
欲
張
っ
て
白
根
三
山
を
制
覇
し
た

る
で
～
！
芦
安
温
泉
で
ガ
イ
ド
さ
ん
と
待
ち

合
わ
せ
を
し
出
発
。
今
日
は
三
～
四
時
間
の

登
山
っ
て
こ
と
で
ひ
と
安
心
。
ブ
ナ
の
原
生
林

を
越
え
パ
ラ
パ
ラ
雨
も
降
っ
て
き
た
。
登
り
、

登
り
で
あ
～
キ
ツ
イ
と
思
っ
た
頃
に
白
根
御
池

小
屋
に
到
着
。
山
小
屋
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
様
な
建
物
。
ト
イ
レ
は
水
洗
で
臭

わ
な
い
。
部
屋
も
二
人
の
貸
切
で
お
布
団
も
フ

カ
フ
カ
、
快
適
。 

ま
ず
は
ガ
イ
ド
さ
ん
と
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。 

「山
で
飲
む
ビ
ー
ル
は
格
別
や
～
」 

ガ
イ
ド
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
…
程
々

に
飲
み
、
今
日
は
早
め
に
お
や
す
み
な
さ
い
。 

明
日
は
北
岳
登
頂
、
晴
れ
ま
す
よ
う
に
！ 

朝
、
目
が
覚
め
る
と
ど
ん
よ
り
…
パ
ラ
パ
ラ

降
っ
て
い
た
。
天
気
は
悪
く
て
も
テ
ン
シ
ョ
ン
上

げ
て
い
ざ
、
出
発
。
途
中
チ
ラ
ホ
ラ
、
ミ
ヤ
マ
キ

ン
ポ
ー
ゲ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
が
咲
い
て
い
て
癒

さ
れ
る
。
小
太
郎
分
岐
を
過
ぎ
る
と
お
花
畑

が
広
が
っ
て
き
た
。
ア
オ
ノ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
イ
ワ

カ
ガ
ミ
、
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
る
わ
ー
。
し
か
し
天

気
は
ス
ッ
キ
リ
せ
ず
体
温
も
下
が
っ
て
き
た
。 

北
岳
肩
ノ
小
屋
に
到
着
。
あ
っ
た
か
い
コ
コ
ア

を
頂
き
、
体
温
上
昇
。
登
山
バ
ッ
チ
を
ｇ
ｅ
ｔ
。

久
々
の
テ
レ
ビ
で
今
日
は
皆
既
日
食
や
っ
た
ん

や
と
気
付
く
。
こ
の
天
気
じ
ゃ
観
測
は
厳
し
い

だ
ろ
う
な
と
思
い
な
が
ら
登
頂
を
目
指
し
た
。

途
中
雨
も
や
み
始
め
、
雲
の
間
か
ら
空
の
青
さ

も
見
え
て
き
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
日
食
が

見
え
た
。
「ワ
ー
ー
ー
ッ
☆
」身
体
の
疲
れ
が
吹

っ
飛
び
足
が
軽
や
か
に
な
っ
た
。
北
岳
登
頂
！

三
一
九
三
ｍ
。
頂
上
に
着
い
た
瞬
間
視
覚
が
パ

ー
と
晴
れ
富
士
山
も
顔
を
出
し
た
。
贅
沢
な

景
色
の
中
で
腹
ご
し
ら
え
、
北
岳
が
私
達
を

歓
迎
し
て
く
れ
る
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

感
動
し
た
。
北
岳
山
荘
を
目
指
し
出
発
。
富
士

山
を
眺
め
な
が
ら
「集
中
」「集
中
」
。
ガ
イ
ド

さ
ん
か
ら
「キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
だ
よ
ー
」と
の
声
。

純
白
の
可
憐
な
花
の
大
群
落
、
二
度
目
の
感

動
！
今
ま
で
し
ん
ど
か
っ
た
疲
れ
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
た
。
今
年
は
雪
解
け
が
遅
く
キ
タ
ダ

ケ
ソ
ウ
が
観
れ
て
そ
う
だ
。
本
日
お
世
話
に
な

る
北
岳
山
荘
が
見
え
て
き
た
。
ま
ず
は
ビ
ー
ル

で
乾
杯
。
今
日
ま
で
観
た
高
山
植
物
を
ガ
イ

ド
さ
ん
と
復
習
。
た
く
さ
ん
み
た
ん
や
な
ー
・

窓
か
ら
ふ
じ
さ
ん
が
見
え
る
。
夕
焼
け
に
染
ま

っ
た
富
士
山
を
パ
チ
リ
。
今
日
は
一
生
分
の
キ

レ
イ
な
も
の
を
観
た
よ
う
だ
。
今
日
も
早
め
の

宴
の
後
、
爆
睡
。 

三
日
目
の
今
日
は
間
ノ
岳
、
農
鳥
岳
を
目

指
す
予
定
、
あ
い
に
く
の
く
も
り
模
様
。
北
岳

山
荘
か
ら
少
し
離
れ
た
ハ
イ
マ
ツ
か
ら
お
初
雷

鳥
さ
ん
、
ヒ
ナ
を
連
れ
た
親
子
で
し
た
。
め
っ

ち
ゃ
カ
ワ
イ
イ
。
お
花
は
イ
ワ
ヒ
ゲ
、
ミ
ネ
ズ
オ

ウ
、
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
、
タ
カ
ネ
ツ
メ
ク
サ
、
タ
カ
ネ

ヤ
ハ
ズ
ハ
ハ
コ
←
や
っ
と
覚
え
ま
し
た
。
カ
ワ
イ

イ
お
花
が
い
っ
ぱ
い
。
め
っ
ち
ゃ
カ
ワ
イ
イ
。
北

岳
を
バ
ッ
ク
に
稜
線
散
歩
。
三
一
八
九
ｍ
間
ノ

岳
登
頂
！
日
本
第
四
位
高
峰
制
覇
！
の
ん
び

り
す
る
間
も
な
く
農
鳥
岳
を
目
指
す
。
農
鳥

岳
ま
で
は
足
場
が
悪
く
岩
れ
き
の
斜
面
を
ジ

グ
ザ
グ
に
下
る
。
こ
の
へ
ん
に
は
氷
河
周
辺
の

特
徴
的
な
地
形
が
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
間
に
も
ミ
ネ
ズ
オ
ウ
な
ど
か
わ
い
い
お
花

達
が
私
達
を
励
ま
し
て
く
れ
た
。
取
り
合
え

ず
農
鳥
小
屋
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
が
農

鳥
小
屋
が
見
え
な
い
。
気
が
遠
く
な
る
思
い
の

中
、
農
鳥
小
屋
に
到
着
。
ま
ず
は
目
的
の
登
山

バ
ッ
チ
を
ｇ
ｅ
ｔ
。 

ガ
イ
ド
さ
ん
が
「し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
ら
今
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回
の
登
山
が
辛
い
思
い
出
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
今
回
は
農
鳥
岳
は
あ
き
ら
め
ま
し
ょ
う
」
の

一
言
で
引
き
返
し
決
定
。
確
か
に
先
が
見
え
ず

私
達
は
限
界
だ
っ
た
。 

帰
り
は
元
の
岩
れ
き
を
登
る
こ
と
に
。
今
回

の
登
山
で
一
番
辛
か
っ
た
の
は
こ
こ
だ
っ
た
。 

ど
う
や
ら
お
腹
が
減
っ
て
い
た
様
子
、
腹
ご

し
ら
え
を
し
た
ら
意
外
と
元
気
に
な
っ
た
。
稜

線
を
私
達
だ
け
の
貸
切
状
態
で
歩
い
た
。
「ス

テ
キ
」途
中
、
ま
た
ま
た
雷
鳥
さ
ん
親
子
、
夫

婦
と
ご
挨
拶
。
ガ
イ
ド
さ
ん
い
わ
く
、
一
日
に

五
回
も
雷
鳥
に
合
う
こ
と
は
珍
し
い
と
か
。
帰

り
は
軽
や
か
だ
っ
た
。
今
日
も
北
岳
山
荘
へ
宿

泊
。
今
日
は
最
後
の
夜
と
い
う
こ
と
で
、
な
ん

と
な
く
寂
し
い
気
持
ち
、
宴
は
さ
ら
に
す
す
み
、

話
し
も
弾
ん
だ
。
や
っ
と
山
の
生
活
に
慣
れ
た

頃
に
帰
路
や
な
ぁ
…
…
。
最
終
日
の
朝
は
雨
漏

り
で
目
が
覚
め
た
。
今
朝
も
雨
模
様
。
二
日
間

お
世
話
に
な
っ
た
宿
の
人
達
に
別
れ
を
言
い
、

い
ざ
下
山
！
途
中
、
蕾
の
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
、
キ

タ
ダ
ケ
ナ
ズ
ナ
を
パ
チ
リ
。
大
樺
沢
の
雪
解
け

水
が
冷
た
く
て
き
も
ち
い
い
…
。
雨
も
や
み
視

界
は
晴
れ
て
き
た
。
タ
カ
ネ
バ
ラ
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

ボ
ク
、
ハ
ク
サ
ン
フ
ー
ロ
、
キ
ツ
リ
フ
ネ
。
少
し

写
真
を
撮
る
余
裕
も
出
て
き
た
。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
お
花
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
下
山
。
広

河
原
が
見
え
て
き
た
。
“
ゴ
ー
ー
ー
ー
ル
“ 

四
日
ぶ
り
の
お
風
呂
を
「ら
ん
た
ん
」
で
い

た
だ
く
。
極
楽
や
わ
ー
。
ト
ト
ロ
の
樽
風
呂
が

ス
テ
キ
。
今
回
の
登
山
で
は
「
一
歩
一
歩
頑
張

れ
ば
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。
今
ま
で
つ
ま
ら
な
い
事
で
ク
ヨ
ク
ヨ
し
て

い
た
自
分
に
さ
よ
な
ら
を
言
っ
た
。
ガ
イ
ド
さ

ん
の
お
か
げ
で
目
的
達
成
。
ま
た
冬
山
で
会
い

ま
し
ょ
う
と
南
ア
ル
プ
ス
と
ガ
イ
ド
さ
ん
に
別

れ
の
挨
拶
を
し
た
。 

記 

違
う
山
か
ら
北
岳
を
見
た
い 

Ｗ
・山
口
さ
ん 

 

二
人
と
も
賛
助
会
員
に
な
っ
て
く
れ
た
の
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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